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➊ 左側の青色のレバーを�
　 上げる。�

➋ ブラックBJカート�
リッジ（BC-30e）
をパッケージから�
取り出す。�

➍ ブラックBJカートリッジ�
（BC-30e）をカートリッ
ジホルダに入れる。�

➎ 左側の青色のレバーを下
げて固定し（➀ ）、オレン
ジ色のプラスチック材を、
固定つまみを押して取り
はずす（➁ ）。�

➏ ブラックのインクタン
ク（BCI-3eBK）を取
り出し、オレンジ色の
テープを持って点線に
沿って開封し、透明フィ
ルムをはがす。�

➐ 図のようにインクタン
クの底部をささえて持
ち、オレンジ色の保護
キャップを、矢印の方向
にひねって取りはずす。

➑ ブラックのインクタンク
（BCI-3eBK）を入れる。�

➓ フロントカバーを閉じる。�
電源ランプが点滅し、準備動作を
はじめます。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
点滅が終わるまで他の操作を行わ
ないでください。�

➒ カチッと音がするまで
押す。�

➌ オレンジ色の保護キャ
ップ（➀ ）、保護テープ
（➁ ）を取りはずす。�

これらの部分�
には触らない�
でください。�

これらを取り�
はずします。�
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次は接続とプリンタドライバのインストールです。�
裏面をお読みください。�

■テープは数か所に貼られています。すべてはがしてください。�

● AC100V以外の電源電圧で使用しないでください。�
　火災や感電の原因になることがあります。�
●プリンタの電源が入っているときに、電源プラグをコ
　ンセントから絶対に抜かないでください。その後印刷
　できなくなることがあります。�
●エアコンなどとコンセントを共用しないでください。�

プリンタ内部に手を入れないでください。�
けがの原因になることがあります。�

�

かんたんスタートガイド（Windows 編）�
始める前にお読みください…�
�
まだプリンタとコンピュータを接続しないでください。��

裏面に、プリンタドライバのインストールについて説明があります。インス
トールの途中で、プリンタをコンピュータに接続する手順があります。それ
までは、コンピュータと接続しないでください。�
『かんたんスタートガイド』の説明と異なる手順で接続すると、インストール
が正しく行われない場合があります。�
�

USBケーブルは次のとき、抜き差しをしないでください。��

・プリンタドライバのインストール中��
・コンピュータの電源を入れて、Windowsが起動する途中�
・プリンタが印刷中�

��
USBインタフェースでは、コンピュータやプリンタの電源が入っている間で
も、USBケーブルを抜き差しすることができます。ただし、上の場合にケー
ブルを抜き差しすると、Windows OSやプリンタが正しく動作しなくなる
場合があります。�
��
この他にも、USBインタフェースをお使いになるときにご注意頂きたいこと
があります。『かんたんスタートガイド』で準備作業が終わったら、『基本操
作ガイド』の「USBインタフェースをお使いになる前に」を必ずご覧くだ
さい。�

�

オレンジ色のプラスチック材、インクタンクの保護キャップには
インクが付着しています。衣服や周辺を汚さないよう、すみやか
に廃棄してください。�

�
�

➍ カラーBJカートリッジ�
　（BC-31e）をパッケージ
　 から取り出す。�
�

➎ オレンジ色の保護キャップ�
（➀ ）、保護テープ（➁ ）を
取りはずす。�

➏ カラーBJカートリッジ�
（BC-31e）を、右側のカー
トリッジホルダに入れる。

➐ 右側の青色のレバーを下げ
て固定し（➀ ）、オレンジ
色のプラスチック材を、固
定つまみを押して取りは
ずす（➁ ）。�

➒ 図のようにインクタン
クの底部をささえて
持ち、オレンジ色の
保護キャップを、矢
印の方向にひねって
取りはずす。�

➓ イエローのインクタンク�
（BCI-3eY）を右側に入れる。�

手順➑ ～　 を繰り返して、
中央にマゼンタ（BCI-3eM）、
左側にシアン（BCI-3eC）の
インクタンクを取り付ける。

カチッと音がするまで押す。�

これらの部分�
には触らない�
でください。�

■この面を強く押さないで
ください。インクが飛び
はねることがあります。�

これらを取り�
はずします。�

一度はずした保護キャップと保護テープは再
装着しないでください。保護テープは完全に
取り去ってください。テープがついたままだ
とインクが正しく供給されません。�

固定つまみ�

1. 保護材と固定用テープを取る� 2. プリンタの置き場所を決める� 3. 電源に接続する�

■用紙をセットするときのために、プリンタを動かせるように余裕�
　のある場所に置いてください。�
■用紙は手前に出てくるので、プリンタの前に物を置かないでくだ 
　さい。�

➋ 排紙トレイの突起を
プリンタ手前の溝に
合わせて、斜めに差
し込む。�

➊ 用紙サポートをプリンタ背面の穴
に合わせて、カチッと音がするま
で差し込む。�

コンセントの�
近くに�

丈夫で平らな場所に、
しっかりと置く�

➋ 電源ボタンを押して電源を
　 入れる。�
ブザーが鳴って電源ランプが�
点滅します。�

➊ 電源プラグをコンセントに
　 差し込む。�

➊ フロントカバーを開ける。�
カートリッジホルダが中央へ�

移動します。�

➋ 保護材を取りはずす。�
�
�
�
�

➌ 右側の青色のレバーを
上げる。�

カートリッジホルダ�

フロント�
カバー�

➑ イエローのインク
タンク（BCI-3eY）
を取り出し、オレン
ジ色のテープを持っ
て、点線に沿って開
封し、透明フィルム
をはがす。�

USBケーブル�プリンタ（パラレル）ケーブル�

4. カラーBJカートリッジ（BC-31e）を取り付ける� 5. ブラックBJカートリッジ（BC-30e）を取り付ける�

保護材�

テープ�

排紙トレイ�

用紙サポート�

電源ボタン�

電源ランプ�

固定つまみ�

■この面を強く押さないでくだ
さい。インクが飛びはねるこ
とがあります。�
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本紙では、Microsoft® Windows NT® 4.0、Microsoft® Windows® 2000をそれぞれNT 4.0、Windows 2000と略して記載しています。Microsoft® 、Windows® は米国Microsoft社の米国、その他の国における登録商標です。�

➐ [ソフトウェアのインストール]をクリックする。�

�

�

�

�
すでにキヤノンのBJプリンタドライバがインストールされて
いる場合は、USBドライバのアップグレードダイアログボッ
クスが表示されることがあります。�
この場合には［OK］ボタンをクリックして、コンピュータを
一度再起動してください。�
�
　　　�
�
�
�
�
�
Windowsが起動してデスクトップが表示されたら、プリン
タドライバ/リファレンスガイド（CD-ROM）をコンピュータ
のCD-ROMドライブに再びセットし、次に［ソフトウェアの
インストール］をクリックする。�
�

➑ [プリンタドライバ]のボタンが赤く点灯している
のを確認して、 [スタート]をクリックする。�
�

�

�

�

�

�

�

�
��
ファイルのコピーが始まります。�

�
�
���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

➌ コンピュータの電源を入れ、Windowsを起動
する。�
[新しいハードウェアの追加ウィザード]が表示された場合は、
前述の「参照」を参考にして操作をやりなおしてください。
�

➍ プリンタドライバ/リファレンスガイド�
（CD-ROM）をコンピュータのCD-ROMドライ
ブにセットする。�
しばらくすると、プログラムが自動的に起動します。�

自動的に起動しない場合は、Windowsの画面（デスクトッ

プ）左上にある [マイ コンピュータ]　　　をダブルクリッ

クし、開いたウィンドウの中にあるCD-ROMのアイコン

　　　をダブルクリックします。�
�

➎ 「ようこそ」の内容を読み、［次へ］をクリック
する。�

➏ 使用許諾契約書の内容を読んで、同意する場合
は[はい]をクリックする。�

➒ [プリンタの接続先]ダイアログボックスが表示�
されたら、内容を読み次の手順に進む。�

➓ プリンタの電源ボタンを押して電源を電源を�
入れる。�

�
以下の画面が表示されたら、[OK] ボタンを�
クリックする。�

�
�
�
�
�
�
�
�

手順➐ の画面に戻った場合は、［終了］をクリックしてく
ださい。（もしドライバが正しくインストールされなかっ

た場合には➊ から手順をもう一度行ってインストールを
完成させてください。）　��
プリンタドライバのインストールは終了です。��
続けてスキャナドライバのインストールを行う場合は、�
『基本操作ガイド』をご参照ください。�
�
コンピュータのCD-ROMドライブからCD-ROMを取り
出し、続けて「7.プリントヘッドの位置を調整する」の
操作を行ってください。�

・図のように、USBポートが2つある場合は、どちらの
ポートにつないでも構いません。�

ここが赤く点灯しているのを確認�

これでプリンタの準備作業は終わりです。�
印刷のしかたについては『基本操作ガイド』を
ご覧ください。�

➊ [スタート] をクリックし、
[設定]－[プリンタ]を選択
する。�

�

�

�

➋ BJ F6600のアイコンを
クリックし、[ファイル]メ
ニューから [プロパティ]  
を選択する。�

�

�
➎ プリンタに、A4の普通紙を1枚セットする。
　セットされていることを確認したら、�

　　　 をクリックする。�

➏ 以下のメッセージが表示されたら、[OK]をクリック
する。�

�

�
��
パターンが印刷され、自動的にプリントヘッドの位
置が調整されます。�

➌ 以下のメッセージが表示されたら、[OK] �
　 をクリックする。�
�
�
���
➍ [ユーティリティ] タブをクリックする。�
�

用紙のセットのしかた� 1.排紙トレイを
引き出す。�

2.印刷する面を上にして、
オートシートフィーダの
右端に合わせて用紙をセッ
トし、用紙ガイドを用紙
の左端に合わせる。　�

用紙ガイド�

オートシート�
フィーダ�

�

�

ここが赤く点灯しているのを確認�

�
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6.コンピュータの接続とプリンタドライバのインストールを行う�

7.プリントヘッドの位置を調整する�

インストールの前に確認してください。���
・起動中のアプリケーションソフトを終了させてください。�
・コンピュータの電源を切ってください。�
・インストールが終わるまで、CD-ROMをCD-ROMドライブか
ら取り出さないでください。�

同梱されているプリンタドライバ/リファ
レンスガイド（CD-ROM）を用意して�
ください。�

この段階では、まだUSBケーブルを接続しないで
ください。�

➊ BJカートリッジの動作が完全に止まってい
ることを確認して、プリンタの電源ボタンを
押し、電源を切る。�

電源ランプが消灯します。�
�

➋ プリンタをコンピュータに接続する。�
���
・プリンタ（パラレル）ケーブルで接続する�
プリンタ（パラレル）ケーブルの一方をコネク
タの向きを合わせ、プリンタ背面のポートにしっ
かりと奥まで差し込み➀ 、クリップでコネクタ
を固定する➁ 。次にもう一方をコネクタの向き
を合わせ、しっかりと奥まで差し込み、ネジで
コネクタを固定する➂ 。�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
・USBケーブルで接続する�
USBケーブルのコネクタの形状を確認し、正
方形に近い形の方を、プリンタのUSBケーブ
ル接続部に接続する。�
USBケーブルのコネクタのうち、平たい形状
の方を、コンピュータのUSBポートに接続する。

インストール中、このような画面（[新しいハー
ドウェアの追加ウィザ－ド]）が表示されたら、
以下の手順で操作を中止してください。�
�
�

�

�

�

�

�

�

�

��
�

1.画面上の[キャンセル]をクリックする。�

2.コンピュータに接続されているUSBケーブルのコネクタ

を抜く。�
�
�
�
�
�
��
3.BJカートリッジの動作が完全に止まっていることを確

認して、プリンタの電源ボタンを押し、電源を切る。�

4.右の手順➋ から、順番に操作を行う。���
プリンタドライバの削除方法はCD-ROMに入っている「Windows
ドライバガイド」の62ページを参照してください。�

参照�

お願い� 万一の感電を防止するために、コンピュータ
のアース接続をお願いします。�
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Windows Me、Windows 2000、�
Windows NT4.0をお使いの方へ��
本書で用いている画面はWindows 98のものです。�
ご使用のシステムによっては表示される画面が若干異なります。

クリップ�

USBコネクタをしっかりと�
奥まで差し込む。�

USBケーブル�


